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私が執筆したアニメ原作小説『ACTT PROJECT』（文源庫、2020）は、遺伝子改造され、不死身「戦闘兵器」

となった主人公が、特殊部隊員「ACTT」として 2028 年に日本で開幕する第三次世界大戦に身を投じる姿を描い

た近未来 SF ヒロイックファンタジー小説です。最近では第三次世界大戦が勃発した場合、日本も巻き込まれるの

ではないかとの噂がありますが、作品の原案は 2010 年前後に自作アニメのシナリオとして作ったもので、もしか

したらその時の時世から、そのような予感をしていたのかもしれません。 

実は本小説は2度の偶然に阻まれ、公開や宣伝があまり上手くいきませんでした。原案であるPVアニメは、完

成してから12年が経ちましたが（制作：株式会社サテライト）、その直後の2012年にISIL（イスラム過激派テロ

組織）の活動が活発化し、小説の中で繰り広げられる仮想の紛争が現実化されてしまいました。それまで戦争に無

頓着だった日本が、対テロ戦争に片足を突っ込むことになり、テロリストらの攻撃対象となってしまったのです。

もともとその無頓着ぶりを警告するつもりで作った物語が現実化し、本格的な公開をしばらくは控えなければなら

なくなりました。そして2度目の偶然が小説を出版した2021年以降になります。ウクライナで戦争が勃発し、戦

争をネタに本の宣伝をすることは避けたいと思いました。更に現在においては状況は深刻化し、日本が世界大戦に

巻き込まれる可能性が巷では話題になっています。 

小説に登場する仮想のテロ組織は、「反米武装集団AFAC（十字軍に立ち向う全アジア戦線 All Asian Front 

Against Crusaders の略称）」と称し、十字軍に例えられたアメリカ軍主導の組織の中でも、日本をターゲット

としてテロ攻撃を行う設定になっています。そして小説の中の戦争はグレート・ゲーム（約300年間続いている

中央アジアの覇権を狙う大国間の敵対関係）の延長として勃発した世界戦争ではありますが、人類史で長い間かけ

て複雑に拗れた因果関係から引き起こされている戦争であることに変わりはありません。そして本小説の中で起こ

っている戦争が、できれば本当に起こらないことを切実に願います。 

本文は、人間ドラマだけでなく、SF小説としては定番のDNA改変手術など、科学的根拠をできるだけリアルに

描写するよう試みました。ミリタリーエンターテイメントとしても軍事的専門用語を用いて緊迫感の演出を試みま

した。小説でありながらもあたかも現実に起こっていることかのように日本の未来を描いた作品です。以上のよう

に、可能な限りリアリティーを追求し、「黙示録」のような小説を作ることを目指して 

作成しました。キャラクター原案が作成されてから半生を費やし、ようやく完成した作 

品ですので、ぜひ学生の皆さんに一度手に取って読んでいただきたいと思います。 
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  黙示録を目標に描いた SF 小説と現代社会の紛争  
 

  

   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【「ACTT PROJECT」あらすじ】 

不治の病に侵され、死に面した主人公・東松征士郎はある日誘拐され、遺伝子改造手術 

を受け、不死身の最強兵士として生まれ変わると同時に記憶の全てを失ってしまう。しか 

しテロ組織 GAIO により企てられた富士山噴火による日本の文明破壊と、誘拐された実 

の娘・ゆり愛を救うため、特殊部隊 ACTT と共に戦いの舞台である富士山に投入される。 

しかしながらそこには、東松同様、不死化細胞を持つ大量のキメラが投入されていた。 
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◆開館カレンダー◆ 

□開館   9：00－20：00 

■土曜日  9：00－17：00 

■開館   9：00－17：00 

■休館 

但し、紀尾井町図書室は、12/25、1/9、10、12 は、 

9：00～17：00 開室します。 

東金図書館閉館後はネットラウンジをご利用ください（21:００まで開放）。 

※休館・開館時間は変更することがあります。詳細は、ホームぺージ、 

X（旧 twitter）、でご確認ください。 
 

国連が掲げる SDGs の目標の一つに「ジェンダー平等を実現しよう」とあります。

特に途上国では女性の地位が低く男女格差が深刻で、女性の人権が必ずしも守られて

いないという現実が問題となっています。日本では、「ジェンダー平等」という言葉は

2021 年のユーキャン新語・流行語大賞のトップ 10 にランクインし普及していま

す。ご存じのように、ジェンダーとは生物学的な性別に対し、文化的・社会的役割と

しての性別を意味し、男女の役割の違いにより、例えば「家事は女がするもの」「仕事

は男がするもの」といった文化的に作られた意識を指します。ジェンダー問題に関心

を持つことにより、私たちが何気ない日常の中で、いかに男女の役割分担という概念

にとらわれていたかを自覚するようになったのではないでしょうか。 

「トランスジェンダー」についても、去る 10 月 25 日に、戸籍上の性別を変更す

るには手術が必要という法律が最高裁で違憲と判断され、法改正議論が始まっている

ことなどの報道から、当事者の抱える悩みや問題の一端を知ることとなりました。 

誰もが平等であり誰もが人権を守られた生きやすい社会とは。ジェンダー関連の本

を読んで、考えてみませんか。 

紀尾井町図書室には新着図書以外にも、ジェンダーや女性学に関する図書が約500

冊ありますので、ぜひご利用ください。 

 

新着図書紹介 ジェンダーに関する図書 

 

（右から）『「社会」はどう作られるか？』、

『フェミニスト男子の育て方』、『女性の視点

でつくるジェンダー平等教育』、『いいね！ボ

タンを押す前に』、『これまでの経済で無視さ

れてきた数々のアイデアの話』、ほか 

 

紀尾井町 
キャンパス 

唯一倒せる武器は東松の持つ聖剣「草彅」。 

そして最終決戦は世界中から集まった、古から伝わる聖剣を持つ勇猛な戦士同士の戦いとなる─-。この物語は、

この武力闘争で国家存続に身命を賭する兵士たちの葛藤を綴った黙示録であり、同時に親子愛もテーマとしている。 

 

 

 「学生希望図書リクエスト」を知っていますか？ 

図書館に入れてほしい図書をリクエストする制度です。一人

あたり年間 5 冊まで、学修や研究のために必要で、本学図書館

が所蔵していない図書の購入を申し込むことができます。 

申し込みいただいた購入希望は、「城西国際大学水田記念図

書館資料収集方針」に基づいて購入の可否を決定します。購入

した図書は、大学図書館の蔵書として図書館に並びます。 

申込書は、図書館カウンターに用意してあります。図書館ホ

ームページの「各種申込書」ページからもダウンロードできま

す。必要事項を記載し、図書館カウンターへ持参いただくか、 

メール（library_info@johoce.onmicrosoft.com）にてお申

込みください。また、My OPAC からも申込が 

できます。 

 

 

 

 

 

 

水田記念図書館では図書館サービスの充実

・向上を図るため、利用アンケートを実施し

ています。回答時間は２分少々です。 

期間：2023 年 11 月 1 日～12 月 22 日 

 

 

 

 

 

図書館利用アンケートに

是非ご協力下さい！ 

「各種申込書」はこちらから 

東金キャンパス 
の方はこちら    

紀尾井町キャンパス 

の方はこちら 

方はこちら    


